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研究所の取り組みをご紹介します

IDE Updates

●
カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際
平
和
財
団
、
戦
略
国
際
問
題
研
究

所
等
の
研
究
者
が
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
を
訪
問

　

一
一
月
一
三
日
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際
平

和
財
団
や
、
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
な
ど
の
研
究
機
関

か
ら
若
手
研
究
者
一
五
名
が
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基

金
が
実
施
す
る
若
手
研
究
者
の
交
流
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

の
活
動
内
容
や
研
究
領
域
・
手
法
、
研
究
蓄
積
や
成
果

発
信
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
、
国
内
外

の
研
究
機
関
や
国
際
機
関
と
連
携
し
て
研
究
活
動
や
成

果
発
信
を
行
う
事
例
を
紹
介
し
、
参
加
者
か
ら
は
、
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
と
の
将
来
的
な
協
力
に
前
向
き
な
声

も
聞
か
れ
、
良
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
石
田
正
美
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
、

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
に
つ

い
て
講
演
を
行
い
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
開
発
し
た

経
済
地
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
―

Ｇ
Ｓ
Ｍ
）
や
大
メ
コ
ン
圏
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
開
発
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
大
メ
コ
ン
圏
に
お
け
る

イ
ン
フ
ラ
開
発
で
は
、
経
済
回
廊
等
ハ
ー
ド
面
の
開
発

の
み
な
ら
ず
、
税
関
手
続
き
の
簡
素
化
等
ソ
フ
ト
面
で

の
イ
ン
フ
ラ
開
発
も
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
成
長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

ア
ジ
ア
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
―
Ｇ
Ｓ

Ｍ
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
等
、
関
心
の

高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
を
案
内
す
る

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
終
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
交
流
、
特
に
若

手
研
究
者
と
の
交
流
は
非
常
に
重
要
で
す
。
ま
た
、
将

来
的
な
協
力
を
見
据
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
機
会

と
な
り
ま
す
し
、
他
機
関
の
手
法
や
関
心
事
を
知
る
機

会
と
も
な
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
引
き
続

き
こ
の
よ
う
な
場
を
大
切
に
し
て
、
多
く
の
機
関
と
の

交
流
を
通
じ
、研
究
活
動
の
裾
野
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

●「
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
情
勢
に
か
か
る
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

　

一
一
月
七
日
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、「
中
東
・
北

ア
フ
リ
カ
地
域
情
勢
に
か
か
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―

転
換
期
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
の
情
勢
と
リ
ス
ク

要
因
―
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
流
動
化
す
る
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域

情
勢
を
地
政
学
的
、
俯
瞰
的
に
捉
え
、
日
系
企
業
等
の

リ
ス
ク
対
応
の
基
礎
と
な
る
知
見
を
普
及
、
啓
発
す
る

こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
王
立
国
際

問
題
研
究
所
（
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
）
か
ら
二
名
の
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
専
門
家
を
招
聘
す
る
と
と
も
に
、
日

本
国
際
問
題
研
究
所
や
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究

所
、
東
京
大
学
か
ら
も
パ
ネ
リ
ス
ト
を
お
招
き
し
、
質

の
高
い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
地
域
大
国
イ
ラ
ン
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
を
め
ぐ
る
行
動
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
も
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
に
と
っ
て
も
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
は
共
通
の
敵
で

あ
る
一
方
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
へ
の
対
応
を
目
的
に

こ
の
二
国
が
政
策
的
に
協
力
す
る
可
能
性
は
当
面
低
い

と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ラ
ン
の
核
交

渉
が
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
と
関
連
付
け
ら
れ
る
可
能
性

は
低
く
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
と
核
交
渉
問
題
は
個
別

イ
シ
ュ
ー
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
く
と
の
見
通
し
も
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
後
の
政
権
移
行
プ

ロ
セ
ス
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
体
制
移
行
に
成
功
し
た

ケ
ー
ス
と
失
敗
し
た
ケ
ー
ス
の
比
較
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
政
権
移
行
に
成
功
し
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
、
市
民

国
家
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
歴
史
が
国
家
建

設
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
や
、
権
力
分
立
と

チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
機
能
が
備
わ
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
成
功
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
湾
岸
諸
国
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
の
影
響
力
が
相
対
的

に
低
下
し
て
い
る
現
実
も
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
が
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
で
果
た
し
得
る
役
割

と
し
て
は
、
資
金
調
達
や
技
術
活
用
な
ど
の
経
済
協
力

が
挙
げ
ら
れ
、
市
民
社
会
同
士
の
繋
が
り
を
一
層
深
化

さ
せ
る
べ
き
と
の
提
言
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
の
ま
と
め
と
し
て
は
、
現
在
の
中
東
・
北
ア
フ

リ
カ
地
域
の
混
乱
を
収
拾
す
る
に
は
、
欧
米
流
の
民
主

化
圧
力
や
武
力
介
入
で
は
十
分
で
は
な
く
、
対
話
に
基

づ
く
協
力
等
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
活
用
し
た
戦
略
も
不

可
欠
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
よ
り
詳

細
な
報
告
は
、

以
下
の
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
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